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1. 緒 言（章タイトルはゴシック 9 pt） 

 本資料（template）は、A4 用紙を用いて B5 版

オフセット原稿を作成する際に必要な情報を、で

きるだけ視覚的に理解しやすい形で提供するこ

とを目的として作成したものです。本資料と混相

流学会誌 10 巻 2 号以降に掲載されている論文を

参照すれば、比較的容易にオフセット原稿を作成

できると思います。 
 
2. 本文執筆の要点 

2.1 用紙と上下左右マージン・段組 

 用紙は原則として A4 を使用し、上下左右マー

ジンは以下の通りとする。なお B5 用紙を使用す

る場合は、括弧内のマージンとする。 
  上：41 mm (20mm)、下：48 mm (20mm) 
  左：32.3 mm (14mm)、右：32.2 mm (14mm) 
また表紙ページの原稿表題までの上部マージン

は 61 mm (B5 用紙の場合は 40mm)とする。 

 本文は２段組みとし、 
  段間隔：7.5 mm 
  段 幅：69 mm 
とする。 
2.2 使用フォント・サイズ・改行幅 

 標準フォントは、9 pt の 
  和文：MS 明朝、平成明朝 
  英文：Times New Roman, Times, Symbol 
とする。ただし、ゴシックには、9 pt の 

 １行空ける   和文：MS ゴシック、平成角ゴシック 
  英文：Arial, Helvetica 
を使用する。上記フォントがない場合は、類似の

フォントを使用して下さい。 
 改行幅は原則 13 pt とする。この設定により、

一段当りの文字数は、ほぼ 22 文字×45 行 = 990
文字となる。 
2.3 式および記号 

 式および記号の標準文字は、9 pt のイタリック



体とする。ベクトルの場合は、ボールドのイタリ

ック体あるいは → を付けたイタリック体とす

る。上下添字は 6 pt 程度の立体（イタリック体で

もよい）とする。以下に幾つかの例を挙げておく。 
    n

ijkLG aJ V

式を記入する場合は、式の上下に空白行（上下合

せて１行程度）を設け、右端に式番号を記入する。

例えば、 

 SCDD vvF
2
ρ

=  (1) 

のように記入する。式を文中で参照する場合は、

式 (1)、式 (1)–(3) のように式番号の前に “式” を

付ける。 
2.4 図・表・写真およびその説明 

 図・表・写真は１段幅あるいは２段幅に収まる

ように作成し、論文内の適切な位置に配置する。

図中の使用文字サイズは、十分認識できるサイズ

とする。6 pt 未満の文字は使用しない。また、図・

表・写真の前後には１行の空白行を設けること。 
 図・表・写真の説明は、以下に示す例のように、 
太字の図・表・写真番号の後に、標準文字の英語

で説明（9 pt、中央揃え）を記入する。 
 

   
   
   

Fig. 1  Schematic of experimental apparatus. 
 

Table 2  Fluid properties in each run. 

   
   
   

 
 

   
   
   

Photo 3  Flow pattern around a sphere. 
 
文中で図表等を参照する場合は、ゴシックで Fig. 

1、Table 2、Photo 3 等と記入する。 
2.5 記号説明（Nomenclature） 

 末尾にまとめて記号を説明する場合は、結言

（結論）および謝辞等の記入の後に、本文で使用

した主な記号の説明を英語で記入する。文字サイ

ズは、本文と同じ 9 pt（ただし、改行幅は 12 pt）
とする。記入方法に関しては、本資料の Nomen-
clature の例に従って下さい。 
2.6 参考文献 

 参考文献も 9 pt サイズの文字（ただし、改行幅

は 10 pt）で記入する。記入方法は、本資料の文献

記入例に従って下さい。本文中で文献を引用する

ときは [1, 3–5] 等の番号で参照する。 
 

３文字分程度 
インデント 
 if possible 

3. 結 言 

 本資料の説明は、基本的に論文、総説、解説、

特集を対象として記述していますが、講座、書評、

寄書、その他の原稿を作成する場合も、英文要旨

とキーワードがないことを除けば、作成要領は原

則として同じです。 
  空けない 
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Nomenclature 

DC  : drag coefficient ][−  
dzdP  : pressure gradient ]mPa[  

Re  : Reynolds number ][−  
TV  : terminal velocity ]sm[  

Greek letters 
μ  : viscosity ]sPa[ ⋅  
ρ  : density ]mkg[ 3  

Subscripts 
G  : gas phase  
L  : liquid phase  
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